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一　

は
じ
め
に

長
門
峡
は
現
在
国
指
定
名
勝
と
し
て
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

中
心
と
な
っ
て
長
門
峡
の
開
発
を
行
っ
た
の
は
萩
出
身
の
陸
軍
軍
人
で
あ
る
山
根
武
亮
と
同

じ
く
萩
出
身
の
日
本
画
家
、
高
島
北
海
の
二
人
と
、
長
門
峡
保
勝
会
で
あ
る
。

ま
た
長
門
峡
に
は
様
々
な
伝
承
や
伝
説
、
口
伝
が
残
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
長
門
峡

の
整
備
な
ど
に
従
い
、
い
く
つ
か
の
伝
承
や
伝
説
な
ど
が
現
在
に
到
る
時
間
の
中
で
、
忘
れ

去
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
も
あ
る
。
理
由
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
雪
舟

に
関
す
る
話
題
を
と
り
あ
げ
紹
介
す
る
。

二　

本
稿
の
主
旨

本
稿
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
知
ら
れ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
忘
れ
去
ら

れ
て
し
ま
っ
た
事
の
う
ち
、
雪
舟
が
庵
を
結
ん
だ
と
云
わ
れ
て
い
た
場
所
が
長
門
峡
に
あ
っ

た
、
と
い
う
事
を
戦
前
の
長
門
峡
案
内
図
や
、
長
門
峡
保
勝
会
が
作
成
し
、
現
在
萩
博
物
館

に
て
保
存
さ
れ
て
い
る
『
事
務
事
業
一
件　

長
門
峡
保
勝
会
』
か
ら
も
見
て
い
く
。
た
だ
し

発
掘
調
査
な
ど
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
伝
承
が
あ
っ
た
と
い
う
事
を
後
世

に
残
し
て
行
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。
ま
た
、
現
在
雪
舟
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
山
口
市

天
花
に
あ
る
庵
は
「
雲
谷
庵
」
と
い
う
が
、
区
別
の
た
め
に
、
各
種
案
内
図
に
記
載
さ
れ
て

い
る
名
称
か
ら
、
仮
に
「
雪
舟
旧
居
跡
」
と
呼
称
す
る
。

ノ
ー
ト

長
門
峡
に
お
け
る
雪
舟
旧
居
跡
に
つ
い
て

山
口
県
立
大
学　

非
常
勤
講
師　

上　

利　

英　

之

三　

「
長
門
峡
案
内
図
」
な
ど
に
お
け
る
雪
舟
旧
居
跡

長
門
峡
の
案
内
図
と
し
て
は
、
本
格
的
に
観
光
名
所
と
さ
れ
た
大
正
時
代
か
ら
現
在
ま
で

多
く
の
種
類
が
存
在
す
る
。
近
年
で
は
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
の
一
部
と
し
て
認
定
さ
れ
た
た
め
、

地
質
学
の
観
点
か
ら
紹
介
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
不
確
定
な
伝
説
や
物
語
は
省
か
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
雪
舟
旧
居
跡
に
つ
い
て
も
省
か
れ
た
も
の
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
が
、

戦
前
の
案
内
図
に
は
雪
舟
旧
居
跡
の
記
載
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
同
時
代
頃
の
図
で
は

な
い
が
長
門
峡
の
案
内
や
逸
話
な
ど
を
記
し
た
冊
子
な
ど
に
も
雪
舟
旧
居
跡
の
記
載
が
あ
る
。

場
所
と
し
て
は
、
吉
田
初
三
郎
『
長
門
峡
鳥
瞰
図
』
に
は
「
長
門
峡
の
史
實
と
傳
説
」
の

項
に
、
「
畫
聖
雪
舟
閑
居
の
跡
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

龍
宮
淵
の
左
岸
に
野
戸
呂
川
の
小
流
が
あ
る
。
其
傍
よ
り
小
路
を
辿
る
こ
と
約

二
十
丁
、
山
腹
に
寺
屋
敷
と
稱
す
る
小
さ
な
平
地
が
あ
つ
て
今
に
時
々
瓦
片
を
掘

り
出
す
こ
と
が
あ
る
が
此
の
地
こ
そ
畫
聖
雪
舟
閑
居
の
地
で
あ
る
。
昔
雪
舟
は
明

國
よ
り
歸
っ
て
山
口
の
大
内
氏
に
聘
せ
ら
れ
た
が
再
び
入
唐
の
念
に
堪
え
ず
屡
々

請
へ
ど
も
大
内
氏
は
こ
れ
を
許
さ
ず
、
依
っ
て
初
瀬
の
観
音
（
山
口
の
北
半
里
の

山
中
）
に
祈
願
し
た
。
處
が
一
夜
の
観
音
、
夢
想
に
山
口
よ
り
西
北
方
に
當
り
明

國
に
類
似
す
る
山
水
あ
れ
ば
こ
の
地
に
尋
ね
住
め
と
あ
り
遂
に
探
索
し
て
こ
の
地

を
発
見
し
た
と
傳
説
は
残
さ
れ
て
ゐ
る
。

1

こ
の
説
明
に
よ
る
と
、
龍
宮
淵
左
岸
の
上
流
に
長
門
峡
に
注
ぐ
野
戸
呂
川
が
あ
る
。
現

在
、
川
に
沿
っ
て
龍
宮
淵
入
り
口
か
ら
山
口
市
に
抜
け
る
県
道
三
一
〇
号
が
通
っ
て
い
る
。

そ
こ
を
一
丁
＝
約
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
と
す
る
と
、
と
約
二
、
一
八
キ
ロ
遡
る
。
そ
の
あ
た

   1

吉
田
初
三
郎
『
長
門
峡
鳥
瞰
図
』
長
門
峡
管
理
組
合　

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
裏
側
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長門峡における雪舟旧居跡について

り
に
は
私
有
地
に
な
っ
て
お
り
、

少
し
開
け
た
所
に
な
っ
て
い
る

が
、
記
述
の
と
お
り
に
地
面
を

掘
っ
て
瓦
片
が
出
る
か
ど
う
か

確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
雪
舟
旧
居
跡
だ
っ
た
の
か

ど
う
か
確
認
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
口
羽
順
蔵
の
『
傳

説
を
主
と
し
た
る
長
門
峡
案

内
記
』
に
も
「
二
二
、
雪
舟
閑

居
の
趾
」
と
し
て
ほ
ぼ
同
じ
内

容
の
記
述
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
長
門
峡
の
地
図
（
図

１
）
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
図
に
は
龍
宮
淵
の
上
流
に
注

ぐ
野
戸
呂
川
を
遡
り
、
少
し
離

れ
た
場
所
に
「
雪
舟
閑
居
の

跡
」
と
し
て
マ
ー
ク
が
つ
い
て

い
る
。
他
に
も
、
お
そ
ら
く
戦

前
に
印
刷
、
発
行
さ
れ
た
原
屋

旅
館
の
チ
ラ
シ
『
名
勝
長
門
峡

探
勝
畧
圖
』
（
図
２
）
に
も
明

確
な
印
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
位

置
に
「
雪
舟
閑
居
ノ
地
」
と
い

う
言
葉
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

両
図
と
も
縮
尺
は
厳
密
で
は
な

く
、
川
の
形
状
も
簡
略
化
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
地
図

と
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
る
こ
と

は
出
来
な
い
が
、
お
お
よ
そ
は
吉
田
初
三
郎
の
「
雪
舟
閑
居
の
跡
」
の
記
述
と
同
じ
と
考
え

て
良
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
現
在
の
地
図
上
で
は
、
こ
の
付
近
に
は
寺
屋
敷
と
い
う
地
名
は

つ
い
て
い
な
い
。
寺
屋
敷
と
い
う
名
は
、
こ
こ
か
ら
更
に
西
方
、
佐
々
並
川
ダ
ム
が
あ
る
西

側
の
山
の
地
に
残
っ
て
い
る
。
佐
々
並
川
に
注
ぐ
小
谷
川
と
い
う
川
も
あ
り
、
こ
の
あ
た
り

も
長
門
峡
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
の
上
流
の
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
だ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
地
名
が
時
代
と
と
も
に
失
わ
れ
た
か
、
移
動
し
た
と
い
う
可
能
性
は
あ
る

の
で
、
今
後
地
名
の
点
か
ら
も
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

四　

『
事
務
事
業
一
件　

長
門
峡
保
勝
会
』
に
見
え
る
雪
舟
旧
居
跡

で
は
、
長
門
峡
の
整
備
開
発
事
業
を
行
っ
た
長
門
峡
保
勝
会
は
、
こ
の
雪
舟
旧
居
跡
の
存

（図 2）原屋旅館 『名勝長門峡探勝畧圖』

（図１）口羽順蔵『傳説を主としたる長門峡案内記』
長門峡保勝会篠生村事務所　大正11年（1922）3pより

（図 1）拡大
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在
を
把
握
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
事
務
事
業
一
見　

長
門
峡
保
勝
会
』
に
よ
る
と
、149

と
い
う
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る

書
類
が
あ
る
。
題
名
は
「
桜
材
植
栽
ニ
奐
ス
ル
件
」
で
、
長
門
峡
に
桜
を
植
栽
す
る
と
い
う

話
の
保
勝
会
と
地
元
民
の
や
り
取
り
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
前
に
保
勝
会
の
手
紙
が
妙

信
寺
に
送
ら
れ
て
い
た
の
か
、
妙
信
寺
か
ら
の
手
紙
と
、
そ
れ
を
受
け
て
保
勝
会
か
ら
の
返

信
の
案
か
ら
こ
の
資
料
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
ま
ず
は
妙
信
寺
か
ら
の
手
紙
の

翻
刻
を
記
載
す
る
。

万
□
新
清
先
以
清
容
対
□
幸
甚
々
々

年
久
敷
埋
没
せ
し
画
聖
雪
舟
翁
之
遺
跡
、
追
々
天
下
ニ
知
れ
ツ
ヽ

あ
る
を
、
其
本
村
之
年
老
か
坐
視
し
て
生
涯
を
無
意
味
に
空
過
し
て

簀
を
移
す
も
甚
残
念
千
万
也
、
老
人
同
士
か
発
起
者
と
為
り
、
□
□

と
協
同
提
携
し
て
山
峡
へ
桜
楓
を
植
は
や
と
、
或
ル
会
同
之
座
席

ニ
於
て
元
村
会
議
員
古
根
小
二
郎
と
申
七
五
才
之
老
人
か
発
言

致
サ
レ
候
処
、
同
席
之
老
輩
同
音
に
夫
ハ
吾
々
年
老
輩
之
好
紀

念
な
り
と
同
意
し
、
十
一
月
二
日
午
前
十
時
御
堂
原
ニ
会
談
ス
、
万
事
を

互
ニ
約
諾
致
候
、
折
柄
保
勝
会
又
ハ
萩
町
之
発
意
ナ
ル
可
く
、

高
瀬
□
西
へ
桜
一
万
本
植
付
之
費
用
募
集
中
之
噂
、
是
は

当
村
へ
不
申
来
候
へ
と
も
折
々
耳
ニ
達
し
候
故
、
実
ニ
然
て
ハ
地
方
之
老

輩
之
思
立
か
夫
と
対
抗
ス
ル
様
な
場
合
も
相
成
て
ハ
、
穏
当
を
逸
し
て

面
白
か
ら
さ
る
可
く
候
故
、
一
応
に
□
ヨ
リ
御
□
□
を
歎
き
幸
ニ
支
障

無
之
と
あ
れ
ハ
、
是
非
仕
遂
ケ
可
申
と
あ
り
て
、
非
礼
を
顧
ミ
ス
御

伺
迄
へ
可
相
成
、
野
人
之
出
来
心
可
憐
也
と
御
笑
諾
被
成

下
度
、
□
応
を
得
候
上
ハ
田
植
済
次
第
方
法
申
合
度
候
、
尤
も

三
才
関
カ
千
瀑
洞
口
其
他
画
聖
之
模
本
と
な
り
し
天
然

之
勝
景
を
潰
す
様
な
事
ハ
決
し
て
不
仕
、
既
ニ
峨
湄
山
ハ
□
□

を
以
て
坤
徳
峯
ハ
斧
斤
を
以
て
い
つ
れ
も
滅
茶
々
々
ニ
抹
殺
シ

畢
り
候
事
ハ
、
野
人
輩
ナ
カ
ラ
□
痛
□
恨
之
情
ハ
禁
し
得

す
故
、
前
車
既
ニ
覆
り
候
上
ハ
岐

（
マ
ヽ
）度

後
車
之
戒
と
相
成
居
□

御
安
心
被
下
度
候
、
龍
元
嶺
ハ
御
見
掛
ケ
之
如
く
、
坤
徳
峯
ト
峨
湄

山
ハ
前
陳
之
通
り
、
依
て
渓
山
之
首
顔
な
ル
三
才
関
ハ
骸
骨

を
止
ム
ル
ノ
ミ
、
画
聖
之
異

（
マ
ヽ
）跡

た
る
渓
山
今
ハ
断
頭
刑
余
之

残
骸
ニ
等
敷
相
成
、
昔
□
を
失
て
長
躯
之
胴
体
之
横

ハ
ル
風
情
ニ
化
し
去
り
候
、
村
之
老
朽
輩
性
限
り
根
限
り
骨

折
て
坤
徳
峯
へ
植
樹
を
施
し
、
鬱
幽
之
境
を
ハ
成

□
□
之
後
ニ
□
□
度
希
望
も
御
座
候
、
尤
も
此
地
ハ
村

有
な
り
と
す
れ
ハ
、
自
由
ニ
手
を
下
す
事
も
□
□
□
□
□

□
□
罷
在
候
、
何
卒
野
人
輩
之
希
望
相
契
候
様
ノ

御
指
示
被
仰
付
度
宜
敷
御
願
上
候
、
其
内
御
自
重

専
一
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　

五
月
十
九
日　
　
　
　
　

守
山
僧
真

　
　

岡
村
勇
治
様

　
　
　
　
　
　

侍
史

こ
の
手
紙
の
冒
頭
に
「
年
久
敷
埋
没
せ
し
画
聖
雪
舟
翁
之
遺
跡
追
々
天
下
ニ
知
れ
ツ
ヽ
あ

る
を
、
其
本
村
之
年
老
か
坐
視
し
て
生
涯
を
無
意
味
に
空
過
し
て
簀
を
移
す
も
甚
残
念
千
万

也
」
と
あ
る
。
こ
の
話
は
手
紙
の
中
程
の
「
尤
も
三
才
関
カ
千
瀑
洞
口
其
他
画
聖
之
模
本
と

な
り
し
天
然
之
勝
景
を
潰
す
様
な
事
」
、
ま
た
後
半
の
「
画
聖
之
異

（
マ
ヽ
）跡

た
る
渓
山
今
ハ
断
頭

刑
余
之
残
骸
ニ
等
敷
相
成
」
の
話
の
前
振
り
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
仮
定
と
し
て
、
保
勝
会

か
ら
の
手
紙
に
雪
舟
に
ま
つ
わ
る
何
ら
か
の
話
題
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
妙
信
寺
の
守
山
僧
真
宛
の
保
勝
会
の
返
信
文
案
の
翻
刻
も
掲
載
す
る
。

 

案

　

大
正
十
一
年
六
月
九
日　
　
　

郡
長

　
　
　
　
　

篠
生
村
妙
信
寺
守
田
（
マ
マ
）僧

真
宛

拝
復
益
々
御
清
祥
奉
賀
候
、
陳
は
長
門
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長門峡における雪舟旧居跡について

峡
開
発
に
関
し
、
御
意
見
拝
承
致
候
、
幾
度
に

不
堪
候
、
就
て
は
桜
樹
植
栽
に
関
す
る
事
は
、
既

に
画
伯
高
島
北
海
氏
に
折
々
計
画
を
樹
立
せ
ら
れ
、
篠

生
村
御
堂
原
よ
り
千
瀑
洞
口
の
間
、

に
桜
樹
壱
万
本
を
植
え
付
候
事
と
相
成
候
間
、

貴
村
長
と
御
協
議
を
遂
け
さ
せ
ら
れ
、
其
の
計
画
に

対
し
応
接
被
成
下
な
ば
、
甚
た
好
都
合
な
る
へ
し

と
存
候
間
、
左
様
御
承
引
被
下
度
得
貴
意
度

御
答
申
進
候　
　
　

早
々
不
一

こ
の
返
信
で
、
保
勝
会
は
雪
舟
の
伝
説
に
は
触
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
資
料
全
体

は
主
に
桜
の
植
樹
に
関
す
る
事
に
つ
い
て
の
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
ど
ち

ら
が
先
に
話
題
に
雪
舟
を
取
り
上
げ
た
か
は
分
か
ら
ず
、
保
勝
会
は
以
前
か
ら
雪
舟
に
つ
い

て
の
伝
説
を
把
握
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
妙
信
寺
か
ら
の
手
紙
に

よ
っ
て
、
保
勝
会
が
雪
舟
の
伝
説
を
記
録
に
残
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

五　

ま
と
め
と
し
て

本
稿
で
は
今
回
、
雪
舟
旧
居
跡
の
伝
説
を
取
り
上
げ
た
。
あ
く
ま
で
伝
説
で
は
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
話
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
は
、
何
ら
か
の
そ
の
話
が
発
生
す
る
原
因
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

多
く
の
場
合
こ
の
よ
う
な
話
は
、
裏
付
け
が
取
れ
な
い
場
合
、
公
的
に
は
抹
消
さ
れ
る
か
、

記
録
に
は
残
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
消
え
た
話
や
伝
説
は
そ
の
ま
ま
消
え
て
い
っ
て
し
ま

う
傾
向
に
あ
る
た
め
、
後
の
時
代
に
検
証
や
研
究
す
ら
さ
れ
な
い
事
と
な
る
。

こ
の
伝
説
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
消
え
か
か
っ
た
話
を
掘
り
起
こ
す
た
め
で

も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
あ
く
ま
で
伝
説
で
あ
る
の
で
、
雪
舟
が
本
当
に
庵
を
長
門
峡
に
結
ん
で

い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
裏
付
け
が
な
い
信
憑
性
に
欠
け
る
話
で
は
あ
る
が
、
多

少
な
り
と
も
話
題
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
面
白
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
研
究
者
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
公
的
機
関
が
中
心
と
な
っ
て
、
伝
説
な
ど
を
裏
付
け

も
な
し
に
全
肯
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
こ
う
い
っ
た
伝
説
な
ど
を
記
録
に
残
す
こ
と
は
、

後
の
研
究
や
地
域
で
の
話
題
作
り
の
一
つ
に
は
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
は
何
に

も
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
伝
説
を
頭
ご
な
し
に
否
定
せ
ず
、
今
後
の
為

に
残
し
て
行
く
こ
と
も
重
要
な
事
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
話
な
ど
に
人
々
が
関
心

を
持
ち
、
楽
し
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
も
し
上
手
く
話
題
作
り
の
一
端
と
な

れ
ば
、
地
域
や
地
方
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
と
考
え
、
今
回
取
り
上
げ
た
次
第
で
あ
る
。

謝
辞最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
場
を
借
り
て
資
料
の
翻
刻
な
ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館
、
館
長
・
樋
口
直
樹
氏
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
資
料
や

書
籍
は
、
萩
博
物
館
所
蔵
資
料
と
国
立
国
会
図
書
館
『
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』
所

蔵
の
も
の
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
，
関
係
各
位
に
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

参
考
文
献

「
山
口
県
の
文
化
財
」
（https://bunkazai.pref.yam

aguchi.lg.jp/

）
二
〇
二
二
年

十
二
月
二
十
三
日
閲
覧

金
折
裕
司
・
廣
瀬
健
太
「
“
長
門
峡
”
と
高
島
北
海
」
『
応
用
地
質
』
，
第
五
十
巻
，
第
五

号
、
二
九
五-

三
〇
四
頁
、
一
般
社
団
法
人
日
本
応
用
地
質
学
会　

二
〇
〇
九
年

『
事
務
事
業
一
件　

長
門
峡
保
勝
会
』
（
萩
博
物
館
蔵
）

吉
田
初
三
郎
『
長
門
峡
鳥
瞰
図
』
長
門
峡
管
理
組
合　

一
九
二
五
年
（
萩
博
物
館
蔵
）

原
屋
旅
館
『
名
勝
長
門
峡
探
勝
畧
圖
』
（
個
人
蔵
）

「M
apion

」
（https://w

w
w
.m

apion.co.jp/

）
二
〇
二
二
年
十
二
月
十
日
参
照

国
立
国
会
図
書
館
『
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』
（https://dl.ndl.go.jp/

）

二
〇
二
二
年
十
二
月
十
日
参
照
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萩
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